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副
校
長
・
教
頭
や
小
学
校
教

諭
の
採
用
試
験
倍
率
が
、
２
倍

を
切
っ
た
自
治
体
が
い
く
つ
か

あ
る
そ
う
で
す
。
産
休
や
病
休

等
で
欠
員
が
発
生
し
て
も
代
員

が
見
つ
か
ら
な
い
、
と
い
う
よ

う
な
学
校
で
は
窮
余
の
策
と
し

て
教
頭
や
教
務
主
任
等
が
代
わ

っ
て
授
業
や
担
任
を
し
て
、
急

場
を
凌
い
で
い
ま
す
。

■
常
識
が
な
い
新
採
教
員

新
年
度
に
入
っ
て
最
初
の
授

業
で
子
供
た
ち
の
前
で
固
ま
っ

て
し
ま
い
、
言
葉
が
出
な
い
。

そ
の
日
以
来
、
一
度
も
出
勤
で

き
な
い
新
規
採
用
教
員
。
校
長

が
本
人
と
連
絡
を
取
ろ
う
と
し

て
も
連
絡
が
つ
か
な
い
。
必
要

な
時
だ
け
本
人
か
ら
一
方
的
に

メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
く
る
そ
う

で
す
。
本
人
は
次
の
日
に
医
療

機
関
を
受
診
し
て
、
診
断
書
を

出
し
て
も
ら
い
学
校
に
送
り
付

け
て
く
る
。
校
長
は
医
師
の
診

断
書
が
出
た
場
合
に
は
従
わ
な

い
と
い
け
な
い
の
で
す
が
、
急

に
言
わ
れ
て
も
代
替
教
員
は
ど

こ
に
も
い
な
い
し
、
困
り
果
て

て
い
る
よ
う
で
す
。

教
員
の
前
に
社
会
人
と
し
て

疑
問
符
が
つ
く
教
員
が
存
在
す

る
よ
う
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
定
年
の
延
長

に
よ
り
６５
歳
を
過
ぎ
て
も
現
役

で
働
い
て
い
る
教
員
を
時
々
お

見
か
け
し
ま
す
。
貴
重
な
戦
力

で
あ
る
だ
け
で
な
く
若
手
教
員

の
見
本
や
相
談
相
手
に
な
っ
て

頂
け
る
と
、
学
校
と
し
て
も
心

強
い
限
り
で
す
。
し
か
し
、
病

院
の
予
約
が
あ
る
か
ら
と
平
気

で
早
退
、
放
課
後
何
も
な
い
か

ら
早
く
帰
る
な
ど
、
１
週
間
丸

々
学
校
に
勤
務
で
き
た
日
は
な

い
。
「
や
れ
な
い
」
、
「
出
来

な
い
」
と
い
う
話
を
他
の
教
員

の
前
で
す
る
も
の
だ
か
ら
、
ま

す
ま
す
周
り
の
教
員
と
の
溝
が

で
き
て
し
ま
い
、
顔
色
が
さ
え

な
い
校
長
も
い
ま
す
。

学
校
の
働
き
方
改
革
の
一
環

と
し
て
教
育
委
員
会
は
、
月
の

残
業
時
間
を
４５
時
間
以
内
（
放

課
後
２
時
間
程
度
）
に
収
め
る

よ
う
要
請
。
８０
時
間
を
超
え
た

ら
専
門
家
の
指
導
が
入
り
ま

す
。
何
を
基
準
に
こ
の
ル
ー
ル

を
設
定
し
た
の
か
疑
問
に
感
じ

ま
す
。
中
学
校
で
は
部
活
動
を

終
え
て
生
徒
を
帰
宅
さ
せ
る
だ

け
で
２
時
間
く
ら
い
経
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

■
頑
張
り
が
崩
壊
へ

こ
れ
ま
で
現
場
の
教
員
は
、

勤
務
時
間
内
で
は
終
わ
ら
な
い

無
理
な
内
容
や
量
の
仕
事
を
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
教
員

の
「
善
意
」
と
「
奉
仕
の
精

神
」
に
ど
れ
だ
け
助
け
ら
れ
た

子
供
や
保
護
者
が
い
た
こ
と

か
。
教
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
悪
化
の
原
因
の
一
つ
が
、
こ

の
「
学
校
現
場
の
実
態
」
と

「
教
育
政
策
」
と
の
乖
離
で
は

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

新
し
い
教
育
政
策
を
始
め
る

際
は
同
時
に
、
「
こ
れ
は
や
ら

な
く
て
も
よ
い
」
と
ス
ク
ラ
ッ

プ
す
る
も
の
も
明
ら
か
に
し
て

ほ
し
い
の
で
す
。

学
校
は
「
地
域
に
根
差
し

た
」
と
か
「
地
域
に
支
え
ら
れ

た
」
側
面
が
強
く
、
地
元
と
の

結
び
つ
き
か
ら
、
む
や
み
に
学

校
行
事
等
を
や
め
ら
れ
な
い
面

も
あ
り
ま
す
。
「
地
元
（
保
護

者
）
の
要
望
に
応
え
た
い
」
、

「
行
政
の
指
導
に
も
従
い
た

い
」
。
こ
の
２
つ
の
相
反
す
る

価
値
観
の
間
で
葛
藤
し
な
が
ら

頑
張
っ
て
き
た
教
員
に
対
す
る

世
間
の
評
価
が
「
ブ
ラ
ッ
ク

だ
」
「
こ
の
ま
ま
で
は
教
員
の

な
り
手
が
い
な
い
」
で
は
、
メ

ン
タ
ル
も
一
気
に
崩
壊
に
向
か

う
心
配
が
あ
る
の
で
す
。

学
校
を
巡
回
相
談
し
て
、
必

ず
聞
く
こ
と
に
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
「
い
ま
、
学
校

現
場
に
本
当
に
必
要
な
も
の
は

何
で
す
か
？
」
と
。
す
る
と
ほ

と
ん
ど
の
教
員
が
①
「
教
員
の

給
料
を
上
げ
る
こ
と
」
②
「
教

員
の
数
を
増
や
す
こ
と
」
③

「
不
適
格
教
員
を
や
め
さ
せ
る

法
整
備
」
を
あ
げ
ま
す
。

現
行
の
勤
務
時
間
の
長
さ
に

対
す
る
対
価
が
教
員
の
働
く
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
っ
て
い

な
い
の
は
大
き
な
問
題
で
す
。

一
人
の
教
員
が
教
科
指
導
・
学

級
経
営
や
部
活
動
指
導
の
ほ
か

に
生
徒
指
導
・
保
護
者
対
応

等
、
す
べ
て
の
要
求
に
応
え
よ

う
と
す
る
ほ
ど
メ
ン
タ
ル
が
崩

壊
に
向
か
い
ま
す
。

教
員
不
足
解
消
を
目
的
に
、

様
々
な
手
段
を
講
じ
て
教
員
の

な
り
手
を
増
や
す
努
力
が
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方

で
、
子
供
の
前
に
立
て
な
い
教

員
、
組
織
の
ル
ー
ル
に
従
え
な

い
教
員
等
を
学
校
現
場
が
抱
え

た
ま
ま
で
い
る
の
も
問
題
で

す
。
こ
の
ま
ま
で
は
負
担
感
を

募
ら
せ
た
教
員
が
疲
弊
を
し
て

い
き
、
そ
の
職
場
か
ら
休
職
者

の
連
鎖
が
発
生
す
る
危
機
性
が

高
ま
る
か
ら
で
す
。
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筆
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井
一
博
（
ど
い
・

か
ず
ひ
ろ
）
順
天
堂
大
学
客
員

教
授

「
裸
眼
視
力
１
・
０
未

満
」
の
児
童
生
徒
の
割
合
は

長
期
に
増
加
傾
向
が
み
ら

れ
、
特
に
２
０
１
８
年
度
以

降
は
過
去
最
多
が
続
い
て
い

る
。
背
景
に
夜
型
の
増
加
や

野
外
活
動
の
減
少
と
い
っ
た

生
活
習
慣
の
変
化
、
テ
レ
ビ

や
Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
電
子
機
器
の
長
時
間
の

視
聴
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
う
け
て
文
科
省

は
２
０
２
１
年
度
新
規
事
業

と
し
て
「
近
視
実
態
調
査
」

に
着
手
。
３
年
間
に
わ
た
り

毎
年
の
健
康
診
断
に
加
え
、

測
定
装
置
で
の
遠
視
・
近
視

・
乱
視
の
測
定
、
さ
ら
に
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
の
関
連
を

分
析
す
る
と
い
う
も
の
。
参

加
希
望
の
全
２９
小
中
学
校

の
、
児
童
約
４
５
０
０
人
、

生
徒
約
３
０
０
０
人
を
対
象

に
昨
年
４
月
か
ら
１２
月
に
行

わ
れ
た
。

「
３
７
０
方
式
」全
員
に

健
康
診
断
で
行
わ
れ
る
視

力
検
査
は
「
３
７
０
方
式
」

で
悉
皆
で
は
な
い
た
め
、
今

回
の
調
査
で
は
全
児
童
生
徒

に
実
施
。
「
裸
眼
視
力
１
・

０
未
満
」
の
小
学
生
は
３２
・

９
％
、
中
学
生
５４
・
７
％
だ

っ
た
。
地
域
別
に
み
る
と
相

対
的
に
環
境
的
な
要
因
や
都

市
部
特
有
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
で
、
野
外
活
動
が
少
な
い

地
域
で
裸
眼
視
力
０
・
１
未

満
の
割
合
が
高
い
傾
向
が
み

ら
れ
た
。

ま
た
小
学
１
年
で
は
８
割

近
く
（
男
子
７９
・
５
％
、
女

子
７８
・
９
％
）
が
「
裸
眼
視

力
１
・
０
以
上
」
だ
っ
た

が
、
そ
の
割
合
は
学
年
が
上

が
る
に
つ
れ
て
減
少
。
中
学

３
年
で
は
４
割
前
後
（
男
子

４２
・
５
％
、
女
子
３５
・
１

％
）
に
低
下
し
て
い
た
。

逆
に
裸
眼
視
力
１
・
０
未

満
の
割
合
は
、
男
子
で
は
小

学
１
年
で
２０
・
５
％
、
６
年

で
４６
・
７
％
、
中
学
３
年
で

５７
・
５
％
に
増
加
。
女
子
も

同
様
で
小
学
１
年
で
２１
・
１

％
、
６
年
で
５３
・
７
％
、
中

学
３
年
で
６４
・
９
％
。

さ
ら
に
「
裸
眼
視
力
０
・

３
未
満
」
の
割
合
は
小
学
１

年
男
子
で
１
・
０
％
、
女
子

１
・
７
％
だ
っ
た
が
、
中
学

３
年
で
は
男
子
２５
・
５
％
、

女
子
は
顕
著
で
３５
・
６
％
に

急
増
し
て
い
る
。

３
７
０
方
式
は
左
右
の
裸

眼
ま
た
は
矯
正
視
力
が
Ａ

（
１
・
０
以
上
）
、
Ｂ
（
０

・
９
〜
０
・
７
）
、
Ｃ
（
０

・
６
〜
０
・
３
）
、
Ｄ
（
０

・
３
未
満
）
に
区
分
。
教
室

の
後
方
の
席
か
ら
黒
板
の
字

が
容
易
に
読
め
る
に
は
裸
眼

で
０
・
７
以
上
、
教
室
の
一

番
前
の
席
か
ら
黒
板
の
字
が

読
め
る
に
は
、
裸
眼
で
０
・

３
以
上
が
必
要
と
い
っ
た
実

用
的
基
準
か
ら
「
３
７
０
方

式
」
と
言
わ
れ
、
日
本
特
有

の
評
価
方
法
。

視
聴
ル
ー
ル
の
有
無

同
時
に
実
施
し
た
生
活
習

慣
な
ど
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
、
「
Ｐ
Ｃ
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
使
用
に
関
す
る
目
を

休
め
る
た
め
の
ル
ー
ル
の
有

無
」
を
質
問
し
た
結
果
、

「
ル
ー
ル
は
決
め
て
い
な

い
」
割
合
は
年
齢
が
上
が
る

の
と
並
行
し
て
増
加
。
小
学

１
年
で
は
半
数
以
下
（
男
子

４４
・
７
％
、
女
子
４９
・
２

％
）
だ
っ
た
が
、
小
学
２
年

で
半
数
以
上
（
男
子
５１
・
９

％
、
女
子
５１
・
０
％
）
、
小

学
６
年
で
６
割
以
上
（
男
子

６６
・
８
％
、
女
子
６０
・
８

％
）
、
中
学
３
年
で
は
８
割

前
後
（
男
子
８１
・
１
％
、
女

子
７７
・
２
％
）
だ
っ
た
。

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ

ー
ム
機
使
用
に
関
す
る
目
を

休
め
る
た
め
の
ル
ー
ル
の
有

無
」
に
つ
い
て
も
同
様
の
傾

向
だ
っ
た
。

文
部
科
学
省
は
６
月
２３
日
、
２
０
２
１
年
度
「
児
童
生
徒
の
近
視
実
態
調
査
」
結
果

報
告
書
を
公
表
。
「
裸
眼
視
力
１
・
０
未
満
」
が
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
増
加
し
、

都
市
部
や
野
外
活
動
の
時
間
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
環
境
地
域
の
子
供
に
多
く
見
ら
れ

た
結
果
と
な
っ
た
。
３
年
間
継
続
し
て
調
査
分
析
す
る
も
の
で
、
今
回
は
第
１
次
の
結

果
報
告
に
な
る
。
さ
ら
に
テ
レ
ビ
や
Ｐ
Ｃ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
視
聴
時
間
や
生
活
習
慣

と
の
関
連
は
今
後
の
分
析
が
待
た
れ
る
。

文
部
科
学
省
の
い
じ
め
防

止
対
策
協
議
会
の
２
０
２
２

年
度
第
１
回
会
議
が
６
月
１５

日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ

れ
、
２
０
１
７
年
の
「
い
じ

め
の
重
大
事
態
の
調
査
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
は

じ
め
諸
政
策
の
理
解
の
徹

底
、
そ
の
実
施
に
向
け
た
取

組
の
推
進
な
ど
、
同
省
が
示

し
た
論
点
整
理
メ
モ
を
も
と

に
自
由
討
議
が
行
わ
れ
た
。

委
員
の
中
か
ら
座
長
に
は
関

西
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部

教
授
・
新
井
肇
氏
が
指
名
さ

れ
た
。
今
後
は
来
年
３
月
３１

日
ま
で
の
期
間
で
会
合
を
重

ね
る
予
定
。

学
校
・
地
域
。
家
庭
の
連

携
・
協
働
体
制
に
つ
い
て
、

委
員
か
ら
は
「
い
じ
め
の
理

解
に
つ
い
て
ま
だ
関
係
各
分

野
で
乖
離
が
あ
る
」
、
「
い

じ
め
の
早
期
発
見
が
重
要
な

の
で
、
学
校
は
発
見
に
よ
り

突
っ
込
ん
で
も
ら
い
た

い
」
、
「
『
い
じ
め
は
い
け

な
い
』
と
指
導
す
る
だ
け
で

な
く
、
ど
ん
な
マ
イ
ン
ド
を

育
て
る
こ
と
で
い
じ
め
を
防

げ
る
子
供
が
育
つ
か
。
そ
の

た
め
地
域
・
家
庭
で
は
何
が

で
き
る
か
考
え
た
い
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

ま
た
専
門
家
と
の
連
携
を

進
め
る
た
め
に
知
事
部
局
に

「
人
材
プ
ー
ル
」
等
を
整
備

・
活
用
す
る
体
制
等
に
つ
い

て
も
提
案
さ
れ
た
。
そ
の
一

方
で
「
不
登
校
と
の
関
連
性

を
考
慮
し
、
リ
ン
ク
し
て
考

る
べ
き
」
と
い
っ
た
意
見
も

述
べ
ら
れ
た
。

文
部
科
学
省
の
教
育
行
政

調
査
に
よ
る
と
２
０
２
１
年

５
月
１
日
現
在
の
教
育
委
員

会
数
は
都
道
府
県
４７
、
市
区

町
村
１
８
０
６
で
２
年
前
の

前
回
よ
り
市
区
町
村
教
委
が

３
減
少
し
た
こ
と
が
分
か
っ

た
（
以
下
、
市
区
町
村
教

委
）
。
教
育
長
を
含
む
教
育

委
員
数
は
総
数
７
２
８
６
人

で
、
そ
の
う
ち
女
性
は
３
０

４
２
人
（
４１
・
８
％
）
、
前

回
か
ら
７３
人
増
え
た
。
ま
た

委
員
の
平
均
年
齢
は
５９
・
３

歳
、
平
均
在
職
期
間
は
５
・

１
年
だ
っ
た
。
組
織
人
数
は

８８
・
５
％
が
「
５
人
制
」

で
、
次
い
で
「
６
人
制
」

（
７
・
４
％
）
、
「
４
人

制
」
（
２
・
３
％
）
な
ど
。

教
育
長
は
１
７
２
４
人
、

う
ち
女
性
は
９５
人
（
５
・
５

％
）
で
前
回
よ
り
８
人
増
え

た
。
年
齢
構
成
は
「
６０
〜
６４

歳
」
が
最
も
多
く
４６
・
８

％
。
次
い
で「
６５
〜
６９
歳
」が

３２
・
３
％
を
占
め
た
。
平
均

年
齢
は
６４
・
１
歳
。
平
均
在

職
期
間
は
２
・
９
年
で
、
前

回
よ
り
０
・
８
年
延
び
た
。

文
部
科
学
省
は
６
月
、
学

校
長
を
は
じ
め
学
校
の
教
員

に
向
け
て
、
文
部
科
学
省
等

の
教
育
政
策
に
つ
い
て
情
報

を
集
約
し
た
「
校
長
・
教
師

学
習
情
報
ポ
ー
タ
ル
」
を

新
た
に
開
設
し
た
。
研
修
事

業
の
告
知
を
は
じ
め
教
育
政

策
に
関
す
る
最
新
ト
ピ
ッ

ク
、
関
連
ト
ピ
ッ
ク
な
ど
の

コ
ン
テ
ン
ツ
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

新
任
校
長
研
修
事
業
と
し

て
「
新
任
校
長
オ
ン
ラ
イ
ン

集
合
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
研
修
」

を
紹
介
。
新
任
校
長
研
修
事

業
に
関
し
て
は
、
新
た
に
開

設
し
た
「
新
任
校
長
オ
ン
ラ

イ
ン
集
合
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
研

修
事
業

特
設
サ
イ
ト
」
を

紹
介
。
こ
こ
で
は
講
習
動
画

の
配
信
や
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ

ー
ラ
ム
な
ど
の
リ
モ
ー
ト
型

研
修
と
、
対
面
型
の
研
修
を

効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
て
実

施
す
る
実
践
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
「
新
任
校
長
オ
ン
ラ

イ
ン
集
合
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
研

修
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て

い
る
。
そ
の
他
、
現
在
の
コ

ン
テ
ン
ツ
は
次
の
通
り
。

■
教
育
政
策
ト
ピ
ッ
ク

教
員
免
許
更
新
制
の
発
展

的
解
消
と
「
新
た
な
教
師
の

学
び
の
姿
」
に
つ
い
て
▽

「
令
和
の
日
本
型
学
校
教

育
」
の
構
築
を
目
指
し
て
〜

全
て
の
子
供
た
ち
の
可
能
性

を
引
き
出
す
、
個
別
最
適
な

学
び
と
、
協
働
的
な
学
び
の

実
現
〜
（
答
申
）
に
つ
い
て

▽
児
童
生
徒
等
に
対
し
性
暴

力
等
を
行
っ
た
教
員
へ
の
厳

正
な
対
応
に
つ
い
て
▽
教
育

Ｄ
Ｘ
・
教
育
デ
ー
タ
利
活
用

の
推
進
―
基
盤
的
ツ
ー
ル

（
Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
・
Ｅ
ｄ
ｕ

Ｓ
ｕ
ｒ
ｖ
ｅ
ｙ
）
に
つ
い
て

―
▽
特
別
支
援
教
育
の
充
実

に
つ
い
て
▽
学
校
に
お
け
る

働
き
方
改
革
に
つ
い
て
▽
小

学
校
３５
人
学
級
の
計
画
的
整

備
と
高
学
年
教
科
担
任
制
に

つ
い
て
▽
教
師
不
足
に
つ
い

て
▽
消
費
者
教
育
の
推
進
に

つ
い
て
▽
就
学
援
助
制
度
・

高
校
生
等
へ
の
修
学
支
援
に

つ
い
て
▽
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の

対
応
に
つ
い
て

■
関
連
す
る
ト
ピ
ッ
ク

学
校
運
営
に
つ
い
て
＝
職

や
教
員
の
た
め
の
基
礎
資

料
、
教
育
Ｄ
Ｘ
、
進
路
や
生

徒
指
導
に
つ
い
て
掲
載
▽
学

習
指
導
に
つ
い
て
＝
学
習
指

導
要
領
、
理
科
や
道
徳
な
ど

各
教
科
等
の
教
科
指
導
、
消

費
者
教
育
や
著
作
権
指
導
等

の
領
域
に
つ
い
て
掲
載
▽
部

活
動
に
つ
い
て
＝
運
動
部
及

び
文
化
部
活
動
の
在
り
方
と

地
域
移
行
に
つ
い
て
掲
載
▽

お
役
立
ち
情
報
＝
教
師
の
新

し
い
学
び
＝
独
立
行
政
法
人

教
職
員
支
援
機
構
の
動
画
教

材
、
学
校
改
善
の
取
組
等
に

つ
い
て
掲
載

子
供
の
健
や
か

な
成
長
と
家
庭
の

子
育
て
支
援
に
関

す
る
諸
施
策
を
一

本
化
し
「
こ
ど
も

家
庭
庁
」
が
来
年

４
月
開
設
さ
れ
る
こ
と
が
先

ご
ろ
国
会
承
認
さ
れ
正
式
に

決
定
し
た
▼
こ
れ
ま
で
文
部

科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
内

閣
府
、
警
察
庁
に
ま
た
が
っ

て
い
た
子
供
に
関
す
る
行
政

を
一
本
化
。
「
こ
ど
も
ま
ん

な
か
」
の
政
策
を
推
進
す
る

と
い
う
。
子
供
へ
の
虐
待
や

い
じ
め
対
策
、
子
供
の
貧

困
、
単
親
家
庭
の
支
援
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
、
広
が

る
生
育
環
境
の
格
差
に
ど
う

対
応
す
る
か
、
課
題
は
単
純

で
は
な
い
▼
子
供
関
連
予
算

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
、
先
進
欧
米

各
国
と
比
較
し
て
日
本
の
低

さ
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
先

端
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
イ
ギ

リ
ス
な
ど
が
３
％
超
な
の
に

対
し
日
本
は
そ
の
約
半
分
程

度
。
準
備
期
間
で
あ
る
こ
と

か
ら
今
期
の
同
庁
予
算
は
約

３
億
円
。
だ
が
開
設
は
目
前

に
迫
っ
て
い
る
。

【小学生の裸眼視力】
左 裸眼

不明

１６

―

【中学生の裸眼視力】
１５１

５．１８%

０．３未満

４３８

９．６９%

７８４

２６．９１%

０．６～０．３

５４０

１１．９５%

５０１

１７．２０%

０．９～０．７

５１０

１１．２８%

３１５

１０．８１%

１．０以上

３，０１４

６６．７１%

１，１６２

３９．８９%

右 裸眼

不明

１４

―

１５０

５．１５%

０．３未満

４７０

１０．４０%

７７５

２６．６０%

０．６～０．３

５１７

１１．４４%

５１３

１７．６１%

０．９～０．７

４９９

１１．００%

３０５

１０．４７%

１．０以上

３，０１８

６６．８０%

１，１７０

４０．１６%

総数
（人）

４，５１８

１００%

２，９１３

１００%

新春特別号

家庭教育

教育旅行

学校経営

健康教育

教育改革

食 育

●●●●●●●●●
●●●●●●●●●

紙 面 案 内

教職員のメンタルヘルス 第８６回…１面
学校給食は食育の教材 第７９回…３面

食育・学校給食…………………………２・３面
第６３回全国栄養教諭・学校栄養職員研究大会
が開催される大分県は、県内で実施された「ラ
グビーワールドカップ給食」のレシピ集の発
行、１００％県内産食材による「学校給食１日ま
るごと大分県」の日を設けるなど、学校給食と
食育のユニークな取組がみられる。

学校施設・設備…………………………４・５面
２０２５年度までに、災害時の避難所指定を受け
ている公立学校施設のトイレの１００％バリアフ
リー化が急がれる。さらに先ごろ文科省が公表
した学校施設整備指針には「新しい学び」とＩ
ＣＴ活用、インクルーシブな教育環境など近年
の教育課題が盛りこまれている。

学校保健・学校安全…………………………６面
４月下旬から開設されたＷｅｂ上の危険個所
お知らせ登録サービス「もしかもマップ」（イ
ーデザイン損害保険）が、１か月少々で８，０００件
を越す情報提供があったという。

教育旅行・ＳＤＧｓ…………………………７面
北海道・東北新幹線を使った初の連合体輸送
による修学旅行が６月２９日、大勢の関係者に見
守られて東京駅を出発。生徒代表は「一生忘れ
ない修学旅行にしたい」と期待を込めた。

学校図書館……………………………………８面
「苦手を避けるという理由で進路を決める、
というのは間違っているのではないか」…ノー
ベル化学賞受賞者・白川英樹氏や国連開発計画
親善大使・紺野美沙子氏らが、「子ども大学く
にたち」第一回授業で講演した。

第３月曜日発行

紙 面 案 内紙 面 案 内

文月・七夜月・愛逢月

月曜日

■KKS Webはこちら→

土 用 丑（７／２３）
大 暑（７／２３）
立 秋（８／７）

日

■Twitter
@kyoikukatei

（令和４年）
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中
３
女
子
の
３５
・
６
％
に

文
科
省
が
近
視
実
態
調
査
を
公
表

視
力「０．３未満」女子で増加視視
力力「０．３未満」女子で増加

「
人
材
プ
ー
ル
」想
定
案
も

第
一
回
い
じ
め
防
止
対
策
協
議
会

教
育
委
員
女
性
は
４２
％

市
区
町
村
委
員
会
１８０６
に
減
少

教
職
員
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

第８６回

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

教
職
員
の
教
職
員
の

（１） ２０２２年（令和４年）７月１８日（月曜日）

現
場
で
本
当
に
必
要
な
の
は
？

校
長
・
教
師
学
習
情
報
ポ
ー
タ
ル

校
長
・
教
師
学
習
情
報
ポ
ー
タ
ル

文
科
省
が
開
設

文
科
省
が
開
設

創刊 昭和３６年７月 Ⓒ教育家庭新聞社 １部 ４８０円

発行所＝〒111-0053東京都台東区浅草橋3-1-8
T E L：０３（３８６４）８２４１㈹
F A X：０３（３８６４）８２４５
郵便振替口座 １３０９ー５３６９３

kks＠kknews.co.jp

https://www.kknews.co.jp/

☎０３（３８６４）８２４１ Eメール

教育家庭新聞社
購 読 申 込 み

ホームページ


